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岐阜県立土岐紅陵高等学校評議員会（第１回）１ 会議の名称

井野 寛義 土岐市社会福祉協議会地域福祉課長２ 会議の構成 委 員

遠藤 政行 東海土岐市駅駅長JR
林 和子 下石町女性の会会長

林 光政 下石町区長会会長

福冨 泰岳 同窓会長、土岐津保育園園長、県保育研究会会長

小木曽 文和 （校長）学 校 側

古川 学 （教頭）

水野 進 （事務長）

日比野 隆行 （教務主任）

松原 昌弘 （生徒指導主事）

奈木 紀彦 （進路指導主事）

梅溪 節子 （総合学科推進部長）

学校運営について、東濃地方を基盤とした地域住民や保護者から幅広く意見を求め、３ 会議の目的

地域社会からの支援・協力を得て、開かれた特色ある学校づくりを推進する。

平成２０年６月２７日（金） 13:30 ～ 15:30 土岐紅陵高等学校 校長室４ 会議の開催

委員４人と学校側７人が出席

５時間目の授業参観（ 年生 総合的な学習の時間、 年生 産業社会と人間）後、５ 会議の概要 2 1
校長・各分掌長から現状の報告と課題について報告を行い、その後各委員からご意見

を伺った。

（１）授業参観について

意見１ ２年生では、普通の授業とは異なりインターネットを利用した個人・グループでの調べ学習

であった。全体によく取り組んでおり、授業態度は大変よかった。２年生女子の化粧が気にな

るがどのように指導しているのか。１年生は、選択科目の説明を受けていたが、もう少ししっ

かりと話を聞く姿勢がほしいと思った。

〈回答〉 現在は髪染め・ピアスの指導を重点的に行っている。直していかねばならない項目はたく

さんあるが、優先順位をつけて指導し徐々に直していっている。

意見２ 恵まれた環境の中で授業を受けていると感じた。今日の授業では、先生が毅然として生徒に



対応していただいており安心した。

（２）本校の教育・生徒に期待すること

意見１ 陶器祭り等でボランティアとして参加してもらい大変感謝している。今後もたくさんの参加

を期待している。また土岐市青少年育成市民会議での２年生の発表は大変すばらしかった。今

後も土岐紅陵の生徒の活動には注目していきたい。

身だしなみについてはもっとしっかりやってほしい。生徒会の活動として取り上げていくとよ

い。

〈回答〉 ボランティア活動に関しては、次年度に単位として認めることができるよう検討している。

これにより、生徒のボランティアへの積極的な参加を促すとともに、地域の方々との交流のな

かで生徒の健全育成を図りたい。

意見２ 月の福祉協議会主催の福祉祭りには、またボランティアとして参加してほしい。10
センターの近くで生徒がたむろしていることがある。過去にはごみを散らかしたままにする

生徒もいたが、最近はそのようなこともなく挨拶もよくしてくれる。

インターネットが発達しそのことが青少年の健全な育成を蝕んでいるように思う。人と人との

関わりあいを持つ機会を教育の場で増やしてほしい。

意見３ 土岐紅陵の生徒の皆さんにもアルバイトにきてもらっている。高校生は周りの大人の声のか

け方で行動がすごく違ってくる。周りの大人がうまく声をかけてくれるとよい生徒として行動

するようになる。その点で先生方には学校教育の中で大変なご苦労をおかけしていると思って

いる。今後も継続して指導していってほしい。

この地域でずーっと生徒を見てきているが、土岐紅陵の生徒は大変よくなってきている。

意見４ 夕方近所で散歩しているといろいろな場所でたむろしている高校生を見かける。一人一人と

話をするとよく話してくれるが、集団になると悪い行動にでることがある。大人が勇気を持っ

て話しかけ、よく指導をしていかないといけない。地域とも連携して強力な指導をしてほしい。

遅刻・欠席が気になる。保護者とよく連絡をとり生徒の生活をしっかり見ていくようにして

ほしい。

会議のまとめ

今回の学校評議員会では 「総合的な学習の時間 「産業社会と人間」の授業参観をしていただい、 」

た。生徒は、恵まれた環境の中で熱心に授業を受けているとの評価をいただいた。また本校生徒の

これまでのボランティア活動にも高い評価をいただくとともに、引き続いて活動を働きかけていく

こと、また服装の乱れ防止や遅刻・欠席を少なくすることについては、保護者・地域・学校がよく

連携をとりしっかりとした対策をとることなど、貴重なご意見をいただいた。

今後は、保護者・地域・学校等でしっかり連携を取り強力な指導をしていきたい。


